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工事名

質疑No 質疑受領日 項目 回答 回答日

1 5/14 構造
梁同士の接合は原則金物工法（ピン工法）とします。構造図上の表記はストローグ製のHSS金物を

記載しておりますが、同等性能であれば他社製の金物工法としてかまいません。
5/14

2 5/14 意匠
A-04における玄関のタイルF-05についてはA-03の使用建材表中のEF-03に置き換えることとしてく

ださい。なおA-26の展開図中のF-05についても同様にEF-03と置き換えてください。
5/14

3 5/14 意匠
屋根仕上げについて板金屋根仕上げの下はルーフィングを見込んでください。したがって各棟の屋

根の防水層は仕上げ材の下および通気垂木の下の2層とご理解ください。
5/14

4 5/14 意匠 ラス下地t=12とは（通気胴縁の上）ラス板または野地板t=12+防水紙＋ラス網とご理解ください。 5/14

5 5/16 意匠
A-53,54の浴室床仕上の注釈の表記が誤りです。嵩上コンクリートは全箇所共通で普通コンクリー

トとしてください。（玄関部等も同様）
5/16

6 5/16 意匠

A-53,54の浴室壁タイル部のハッチングが誤りです。タイル張り仕上げの平部は基本的に真物を割り

付けることとし、カット加工は役物に限ります。したがって浴室部のタイルは300角が正としてくだ

さい。

5/16

質疑回答書

A-03浴室床・壁のﾀｲﾙですがｺﾙﾆｯｼｭ(名古屋ﾓｻﾞｲｸ)ﾀｲﾙは300角が標準ですA-

54では150角のようですが、300角を150角ｶｯﾄ加工品ですか御指示下さい。

質疑内容

愛農学園農業高等学校女子寮新築工事　（令和６年度　新規就農者確保緊急円滑化対策のうち農業教育環境整備事業）

構造体のHSS工法と有りますが同等品のﾋﾟﾝ工法でよろしいか御指示下さ

い。

A-03,04、ﾀｲﾙ仕上のF-5の明記が有りませんF-4で置き換えて理解してよろし

いか御指示下さい。

A-03(A-69)、屋根仕上材の下のﾙｰﾌｨﾝｸﾞは必要ですか御指示下さい。

A-03、EW-2の下地のﾗｽ下地T=12と有りますが、野地板T12+ﾗｽと理解して

よろしいか御指示下さい。

土間の嵩上げｺﾝｸﾘ-ﾄで浴室のみがｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘｰﾄの表記(A-54）になっています

が、軽量ｺﾝｸﾘ-ﾄで理解してよろしいか御指示下さい。

※回答内容につてのご不明点は下記宛にご連絡お願いいたします。

有限会社野沢正光建築工房　　　担当　上田

e-mail : info@noz-bw.com(Cc : ued@noz-bw.com)


